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猛
暑
日
が
続
い
た
今
夏
も
や
っ
と
暑

さ
の
峠
を
超
え
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
い
わ
ゆ
る
第
七
波

も
収
束
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
、
社
会
活

動
も
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
活
発
化
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
自
衛
隊
福
岡
病
院
は
、
発
熱
外

来
、
入
院
加
療
、
各
種
検
査
、
職
域
接

種
、
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
支
援
等
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
処

し
つ
つ
、
一
般
外
来
や
地
域
救
急
輪
番

へ
の
参
画
、
各
種
支
援
等
を
実
施
し
、

本
来
業
務
の
機
能
回
復
・
向
上
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

さ
て
、
こ
こ
数
年
、
巷
で
は
「
昭
和

の
歌
謡
曲
」
が
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
小
官
な
ど
は
、
ま

さ
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
て
育
っ
た
世

代
で
あ
り
、
懐
か
し
い
一
方
、
流
れ
た

歳
月
の
長
さ
を
目
の
あ
た
り
に
し
一
抹

の
焦
り
も
感
じ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
当

時
の
曲
を
耳
に
す
る
と
、
心
地
よ
さ
や

耳
触
り
の
よ
さ
を
感
じ
ま
す
。
昨
今
の

楽
曲
に
比
し
て
（
良
し
悪
し
で
は
な 

最
先
任
上
級
曹
長
下
番
挨
拶 

最
先
任
上
級
曹
長
上
番
挨
拶 

最先任上級曹長 

准陸尉 濵 良道 

新
着
任
部
長
等
の
紹
介 

衛生資材部長 

２等陸佐 

塚田 剛 

建替準備室副室長 

２等陸佐 

木原 好浩 

 

令
和
四
年
八
月
一
日
付
で
自
衛
隊
福

岡
病
院
最
先
任
上
級
曹
長
兼
春
日
駐
屯

地
最
先
任
上
級
曹
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
濵
准
尉
で
す
。
上
意
下
達
・
下
意
上

達
・
准
曹
士
の
育
成
を
基
本
に
准
曹
士

全
体
で
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
業
務
を

行
っ
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
在
任

間
の
目
標
は
最
先
任
上
級
曹
長
の
職
務

が
普
遍
的
か
つ
必
要
な
立
場
に
な
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。  

○ 

前
所
属 

 
 

自
衛
隊
札
幌
病
院
衛
生
資
材
部
長 

○ 

出
身
地 

茨
城
県 

〇 

趣
味
等 

 
 
 

音
楽
（
聞
く
・
話
す
・
や
る
） 

 
 
 
  
 
 

＊
色
々
な
方
と
話
す
聞
く
等 

○ 

一 

言 

 

こ
の
度
自
衛
隊
札
幌
病
院
か
ら
赴

任
致
し
ま
し
た
。
本
院
の
あ
る
べ
き

姿
を
徹
底
的
に
追
及
し
部
員
と
悩
み

職
員
と
協
力
し
、
当
面
建
替
に
伴
う

関
連
業
務
を
先
行
的
に
準
備
す
る
旨

尽
力
し
ま
す
の
で
御
協
力
・
御
指
導

等
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 

○ 

前
所
属 

 
 

第
一
〇
三
施
設
器
材
隊
長 

○ 

出
身
地 

佐
賀
県 

○ 

趣 

味 

ス
ポ
ー
ツ
観
戦 

 

○ 

一 

言 

 

昭
和
三
十
年
に
開
院
し
、
今
年
で
六

十
七
年
を
迎
え
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

自
衛
隊
福
岡
病
院
の
建
替
に
従
事
で
き

る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
建
替
業
務
に

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
四
年
八
月
一
日
付
で
自
衛
隊
福

岡
病
院
最
先
任
上
級
曹
長
兼
春
日
駐
屯

地
最
先
任
上
級
曹
長
を
下
番
し
ま
し
た

小
浦
准
尉
で
す
。 

 

足
り
な
い
ば
か
り
の
私
で
し
た
が
、

二
年
四
カ
月
の
期
間
、
様
々
な
方
か
ら

頂
い
た
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
お
か
げ
で
、

何
と
か
任
務
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

翻
っ
て
、
現
在
の
ス
マ
ホ
・
Ｐ
Ｃ
全

盛
の
情
報
化
社
会
で
も
、
同
様
に
正
確

か
つ
短
切
な
情
報
伝
達
・
文
章
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら

事
実
関
係
す
ら
正
確
に
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

仕
事
上
、
ま
た
は
、
個
人
的
な
情
報
伝

達
に
お
い
て
も
、
機
器
材
や
シ
ス
テ
ム

の
発
達
に
比
例
し
た
正
確
な
伝
達
・
意

思
疎
通
が
で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、

甚
だ
疑
問
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

吟
味
せ
ず
に
、
た
だ
、
短
い
だ
け
の
情

報
に
よ
り
、
そ
こ
か
ら
抜
け
落
ち
た
要

素
に
関
す
る
思
い
込
み
や
誤
解
な
ど
が

蔓
延
し
て
い
る
感
す
ら
あ
り
ま
す
。 

適
時
に
、
正
確
に
、
短
切
な
情
報
伝

達
を
す
る
こ
と
は
、
命
令
を
根
拠
と
し

て
行
動
す
る
自
衛
隊
と
し
て
は
基
本
中

の
基
本
で
す
。
そ
れ
は
、
敵
に
対
し
て

効
果
的
に
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
我
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
医

療
安
全
に
も
共
通
す
る
も
の
で
す
。
カ

ル
テ
・
処
方
箋
・
指
示
票
・
申
し
送

り
・
・
・
。
効
果
的
な
治
療
と
同
時

に
、
大
前
提
と
し
て
患
者
さ
ん
や
医
療

従
事
者
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
必

成
事
項
で
す
。
そ
の
基
礎
と
な
る
の

は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸
し
な
い
、
正
確

か
つ
受
け
手
に
わ
か
り
易
い
（
誤
解
さ

れ
な
い
）
情
報
伝
達
で
す
。 

古
今
東
西
、
慣
れ
合
い
や
思
い
込
み

は
、
医
療
安
全
を
は
じ
め
各
種
安
全
管

理
の
天
敵
か
つ
難
敵
で
あ
り
続
け
て
来

ま
し
た
。
平
素
か
ら
小
官
を
含
め
た
職

員
全
員
が
、
適
時
に
、
わ
か
り
や
す

く
、
か
つ
正
確
な
情
報
伝
達
が
な
さ
れ

る
よ
う
、
内
容
や
表
現
に
心
を
砕
き
、

そ
の
確
実
な
習
慣
化
に
よ
り
任
務
達
成

を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

く
）
無
理
な
く
頭
・
心
に
入
っ
て
く
る

聴
き
易
さ
・
わ
か
り
易
さ
を
感
じ
る
方

は
世
代
を
問
わ
ず
多
く
、
こ
の
「
わ
か

り
や
す
さ
」
が
ブ
ー
ム
の
一
因
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

昨
今
の
楽
曲
は
、
サ
ブ
ス
ク
の
影
響

等
も
あ
り
、
前
奏
が
短
く
楽
曲
自
体
も

短
く
テ
ン
ポ
が
速
い
傾
向
が
あ
る
そ
う

で
す
が
、
当
時
の
歌
謡
曲
は
前
奏
も
長

く
曲
長
は
総
じ
て
短
め
で
、
今
の
感
覚

か
ら
す
る
と
の
ん
び
り
し
た
曲
調
で
し

た
。
つ
ま
り
、
歌
詞
の
文
字
数
は
決
し

て
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
内
容
が
具
体
的
か
つ
心
情

ま
で
伝
わ
っ
て
く
る
歌
が
多
い
。
そ
こ

に
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
比
較
的
ゆ
っ
く
り
と
し
た
曲
調
と

と
も
に
、
言
葉
が
厳
選
さ
れ
、
重
ね
ら

れ
た
推
敲
に
よ
り
歌
詞
が
十
分
に
練
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま

す
。 昭

和
を
代
表
す
る
作
詞
家
に
故
阿
久

悠
先
生
が
お
ら
れ
ま
す
。
『
津
軽
海

峡
・
冬
景
色
』
『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
』
『
勝
手
に

し
や
が
れ
』
な
ど
五
千
曲
以
上
の
作
詞

の
他
、
文
筆
活
動
に
も
励
ま
れ
、
そ
の

中
で
作
詞
の
裏
話
に
も
言
及
さ
れ
て
い

ま
す
。
一
曲
の
制
約
の
中
で
、
自
分
が

伝
え
た
い
事
が
ら
を
、
正
確
に
、
か

つ
、
言
外
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
・
心
情
ま
で

も
伝
え
る
た
め
に
、
ど
れ
だ
け
の
時
間

と
労
力
を
か
け
て
言
葉
を
選
び
、
推
敲

を
重
ね
、
詩
を
紡
い
で
こ
ら
れ
た
こ
と

か
。
そ
の
努
力
や
困
難
さ
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 
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〈 

転
入
者 

〉 

 
 

〈 

転
出
者 

〉 

 

人
事
往
来 

 

《
八
月
一
日
付
》 

 

建
替
準
備
室 

 
 

 
 

二
等
陸
佐 

 

山 

口 

欣 

大 
 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

五
十
嵐 

晴 

彦 

（
管
理
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

佐
々
野 

瑞 

枝 

（
会
計
課
） 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

水 

本 

利 

孝 
 
 
 

二
等
陸
曹 

 

押 

川 
 
 

愛 

診
療
科 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

桒 

原 
 
 

殿 
 

 
 

一
等
陸
尉 

 

湯 

浅 
 
 

章 
 
 

衛
生
資
材
部 

 

部 

長 
 

 
 

二
等
陸
佐 

 

小 

野 

陽 

輔 

（
薬
剤
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

武 

藤 

利 

彦 

看
護
部 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

松 

本 

由
紀
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

通 

山 

晶 

子 
 

 
 

一
等
陸
尉 

 

下
水
流 

文 

乃 
 
 
 

一
等
陸
尉 

 

野 

口 

慶 

臣 
 

 
 

一
等
陸
尉 

 

山 

中 

裕 

美 
 

 
 

二
等
陸
尉 

 

桑 

原 

由
莉
伽 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

東 

膳 
 
 

彩 
 

 
 

二
等
陸
尉 

 

水 

嶋 

香 

涼 
 

 
 

三
等
陸
曹 

 

岸 

野 

泰 

樹 
 

《
九
月
二
十
六
日
付
》 

診
療
科 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

相 

原 

一 

紀 
 

 
 

一
等
陸
尉 

 

田 

原 

寛 

之 

 

《
六
月
一
日
付
》 

診
療
科 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

有 

井 

大 

倫 
 

 
 

二
等
陸
尉 

 

岡 

本 

知 

也 
 

 
 

二
等
陸
尉 

 

永 

井 

悠 

太 
 

《
八
月
一
日
付
》 

 

建
替
準
備
室 

 
 

 
 

二
等
陸
佐 

 

木 

原 

好 

浩 
 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

村 

田 

国 

成 
 

 
 

一
等
陸
曹 

 

戸 

田 

友 

博 
（
管
理
課
） 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

村 

井 

恵 

美 

（
会
計
課
） 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

松 

下 

和 

彦 
 

 
 

二
等
陸
曹 

 

山 

下 

岳 

一 

定
年
退
官
者
等
の
紹
介 

 

三
月
十
七
日
付
を
も
っ
て
、
医

療
安
全
評
価
官
を
改
編
完
結
し
ま

し
た
。 

 

医
療
安
全
評
価
官
、
副
医
療
安

全
評
価
官
、
感
染
対
策
幹
部
、
感

染
対
策
専
門
官
の
四
名
体
制
と
な

り
、
医

療

安

全

管

理

活

動

と

院

内

感

染

対

策

活

動

に

関

わ

る

業

務

を

行

っ

て

お

り

ま

す
。 

 

防
医
大
看
護
学
科
五
期
生
九
名

は
、
令
和
四
年
三
月
に
自
衛
隊
福

岡
病
院
に
着
隊
、
そ
の
後
幹
部
候

補
生
学
校
へ
入
校
及
び
方
面
衛
生

隊
で
の
隊
付
教
育
を
六
月
二
十
四

日
に
終
了
し
ま
し
た
。 

六
月
二
十
八
日
に
は
、
看
護
帽

貸
与
式
を
終
え
、
期
待
を
胸
に
看

護
師
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。 

所
属
病
棟

に
お
い
て
、
専
門

性
を
深
化
さ
せ
、

同
期
で
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
の
成
長

が
楽
し
み
で
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 
   

《
五
月
二
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

 

杉 

谷 

佐
智
子 

 
 

《
五
月
八
日
付
》 

 
 
 
 

陸 

曹 

長 
 

安 

部 

和 

敏 
 

 

《
五
月
十
五
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

 

松 

本 

規 

樹 
 

 

《
五
月
十
六
日
付
》 

 
 
 
 

一
等
陸
尉 

 

竹 

尾 

拓 

也 
 

 

《
五
月
二
十
七
日
付
》(

再
任
用) 

 
 
 
 

准 

陸 

尉 
 

中 

岸 

啓 

治 
 

 

《
六
月
十
四
日
付
》 

 
 
 
 

陸 

曹 

長 
 

松 

本 
 
 

剛 
 

 

《
六
月
二
十
二
日
付
》 

 
 
 
 

一
等
陸
尉 

 

橋 

本 
 
 

智 
 

 

《
六
月
二
十
七
日
付
》 

 
 
 
 

三
等
陸
佐 

 

山 

下 

英 

寿 
 

 

《
八
月
十
九
日
付
》 

 
 
 
 

准 

陸 

尉 
 

鬼 

木 

博 

孝 

診
療
科 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

赤 

﨑 

卓 

之 
 
 

 

一
等
陸
尉 

 

天 

野 

翔 

太 
 
 

 

一
等
陸
尉 

 

姫 

野 

雅 

史 
 
 

診
療
技
術
部 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

中 

馬 

圭 

祐 

衛
生
資
材
部 

 

部 

長 
 
 

 

二
等
陸
佐 

 

塚 

田 
 
 

剛 

（
薬
剤
課
） 

 
 

 

二
等
陸
佐 

 

谷 

釜 

彰 

子 

看
護
部 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

指 

山 

道 

香 
 
 
 

一
等
陸
尉 

 

海 

端 

奈
穂
子 

 
 

 

二
等
陸
尉 

 

岡 

崎 

愛 

衣 
 
 

 

一
等
陸
曹 

 

山 

﨑 

弘 

孝 
 

《
十
月
一
日
》 

診
療
科 

 
 

 

二
等
陸
佐 

 

松 

橋 

優 

介 
 
 

 

二
等
空
佐 

 

古 

賀 

章 

朗 

医
療
安
全
評
価
官
改
編 

 医
療
安
全
職
員
教
育 

 

六
月
二
十
日
、
二
十
四
日
、
二

十
七
日
の
三
日
間
で
、
全
職
員
を

対
象
と
し
て
、
医
療
安
全
及
び
院

内
感
染
対
策
に
関
す
る
職
員
教
育

を
実
施
し
、
職
員
の
識
能
向
上
に

努
め
ま
し
た
。
特
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
感
染
症
対

策
と
し
て
、
海
上
自
衛
隊
佐
世
保

衛
生
隊
司
令
の
田
村
一
佐
よ
り
ご

講
義
を
賜
り
ま
し
た
。 

水
難
救
助
訓
練 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
山
元
二

佐
）
は
、
八
月
五
日
に
第
四
十
七
期

学
生
、
八
日
・
九
日
に
第
四
十
六
期

学
生
が
水
難
救
助
訓
練
を
糸
島
市
二

丈
深
江
で
実
施
し
ま
し
た
。
福
岡
病

院
長
、
最
先
任
上
級
曹
長
の
視
察
を

受
け
、
海
で
の
溺
者
救
助
法
及
び
消

防
夫
搬
送
、
Ｂ
Ｌ
Ｓ
を
演
練
し
、
水

難
救
助
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
ま

し
た
。  

 

山
地
行
進
訓
練 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
山
元
二

佐
）
は
七
月
二
十
二
日
、
第
一
回
山

地
徒
歩
行
進
訓
練
を
背
振
山
系
で
実

施
し
ま
し
た
。
第
四
十
七
期
学
生

は
、
猛
暑
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
熱
中
症
の
発
生
に
留
意
し
な
が

ら
、
模
擬
患
者
に
対
し
て
患
者
看
護

及
び
搬
送
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
訓

練
を
通
し
て
、
看
護
の
知
識
技
術
及

び
体
力
向
上
の
必
要
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。  

診
療
圏
内
衛
生
科
長
等
集
合
訓
練 

 
六
月
十
三
日
、
診
療
圏
内
衛
生
科

長
等
集
合
訓
練
を
Ｖ
Ｔ
Ｃ
に
て
実
施

し
、
病
院
施
策
等
の
認
識
統
一
を
図

る
と
と
も
に
、
各
駐
屯
・
基
地
で
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

発
生
時
に
お
け
る
教
訓
等
の
情
報
共

有
を
図
り
、
更
な
る
連
携
及
び
そ
の

対
応
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。 新

卒
看
護
師
看
護
帽
戴
帽
式 


